
 

社会潮流の変化と求められる方向 

項目 内容等 

人口減少と 

超少子高齢社会

の進展 

○人口減少と超少子高齢社会の進展。 

○生産年齢人口の減少と、現役世代の負担増加や経済の規模の縮小。 

○平均寿命の延伸に伴う健康寿命と平均寿命の差の拡大。 

＜求められる方向＞ 

○少子高齢化に歯止めをかけ、誰もが能力を発揮できる社会の実現。 

○地方への移住・定住施策、選ばれるための魅力づくり、魅力発信。 

○交流人口・関係人口の増加に向けた取組。 

○行政や生活サービス機能などがコンパクトにまとまった地域と居住地域とを、交通

や情報通信のネットワークでつなぐ。 

○社会保障制度の持続可能性を高めるための健康寿命の延伸。 

子育て世代への 

関心の高まり 

○出生率、子育て世代転出による人口減少。 

○子育て世代に選ばれる地域づくりの重要性の増大。 

〇待機児童の増加。 

〇児童虐待の増加。 

〇子どもの貧困の改善の重要性。 

＜求められる方向＞ 

○結婚・出産・子育てに対する包括的な支援。 

○地域一体となっての子育て。 

○子育てと就労の両立。 

○貧困家庭に対する経済・就労の支援。 

求められる教育 

の変化 

○国際化、情報化などの社会の変化に対応できる人材を育む重要性の増大。 

○人生 100 年時代の風潮を踏まえた、生涯学習の重要性の向上。 

＜求められる方向＞ 

○義務教育課程における、英語やＳＴＥＡＭ教育の推進。 

○多様性や個性を尊重する教育の推進。 

○リカレント教育の推進。 

安全・安心 

な社会の構築 

と 

非常時対応 

○全国的な台風や集中豪雨、疫病等による災害被害。 

○高齢者などの交通弱者の増加。 

○道路や建造物の老朽化や維持管理・更新に要する費用の増大。 

○空き家の増加。 

＜求められる方向＞ 

○自助・互助・共助・公助を始めとした地域のつながりによる災害対策。 

○非常時でも最低限の機能を維持し続けるサステイナブルな行政。 

○レジリエンスが高く、非常時からの復旧が容易な行政。 

○公共交通の充実。 

○施設の長寿命化や効率的な維持管理・更新。 

○遊休資産となっている空き家や公共施設の利活用。 

○様々な人のセーフティーネットとなる福祉の充実。 
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項目 内容等 

高度情報化 

の進展 

○「Society5.0（仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展

と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会）」の実現に向けた、第 4 次産

業革命への期待の高まり。 

○AI、RPA などを生かした業務効率化・新規事業の創出。 

＜求められる方向＞ 

○技術を取り巻く環境の整備と高度情報化に対応する人材の教育。 

○ICT 利活用を通じて、生産年齢人口の減少や地方圏人口の流出などの社会的課

題の解決を図るとともに、働き方改革や地方創生を行う。 

〇テレワーク、通信教育を可能にする体制の推奨。 

SDGｓを意識した 

持続可能な開発 

○SDGｓを根底に置いた、持続可能な開発の実践。 

＜求められる方向＞ 

○17 の目標と 169 の指標に基づいた取組の実施。 

経済・雇用環境 

の変化 

○生産年齢人口の減少による各産業の人手不足。 

○IT 技術に始まる第 4 次産業革命によって、産業や市場で求められる人材の減少。 

＜求められる方向＞ 

○労働生産性の向上と女性や高齢者など誰もが活躍できる環境の整備。 

○非正規雇用者の賃金増加や正規雇用への転換の推進、ワーク・ライフ・バランス

の実現など、労働環境の整備。 

○中小企業等の支援。 

社会の成熟に 

伴う価値観 

の変化 

○生活の質、心の豊かさ、個人の生活を重視する人の増加。 

○子育て世帯、高齢者、障がい者、外国人、様々な宗教を持つ人、セクシャルマイノ

リティ（LGBT）といった人達の共生。 

＜求められる方向＞ 

○個人の価値観に対応した生活、仕事の希望を実現できる社会環境づくり。 

○地域課題の解決や安全・安心な暮らしなど、様々な機能を担う地域コミュニティの

維持・活性化。 

グローバル化 

の進展 

○アジア諸国の経済成長に伴う産業競争の激化。 

○外国人旅行者の増加。 

○全産業において、国際市場を視野にいれる必要性が向上。 

＜求められる方向＞ 

○技術力を生かした産業の高付加価値化等による国際競争力の強化。 

○地方への外国人旅行者の誘導、消費の促進。 

○国際的に活躍できるグローバル人材の育成。 

地球環境 

に対する責任 

○地球温暖化、自然破壊、環境汚染。 

○生物多様性・絶滅危惧種の喪失。 

＜求められる方向＞ 

○公共交通機関の利用促進など、行政・企業・家庭が一体となった温室効果ガス排

出削減等の取組の推進。 

○自然環境の保全、野生動植物の保護、河川や海域の環境改善。 

○車に依存しないまち、クリーンエネルギー、ゼロウェイストといった地球環境にやさし

い社会づくり。 

 


